
、
／ 

707 

E後記〕

本号は，「フォード・リサーチ・プロジェタト特集号」として， 1963年から3年

間当研究所，大学院行政学研究科，社会科学科の教授陣を中心とL，学外白研究者

の方々の御協力を得て，総勢30数名にのぼる研究グループにより進められた研究活

動四成果白うち， 12編を参加者自御希望により収めたものである。（全研究成果は，

要約として“TheFinal Report of the Ford Research Project" (ICU, 1967、
に収録されている）フォード・プロジェクト研究グループは A.首都圏， B.日本

。対外政策， IC大別され，各クループは以下のサプ・グループを編成した。

A. 首都圏

1. 首都圏における農村地域り都市化

2. 首都圏における水と土地利用

3. 広域行政の諸方式と条件

4. 都市化に伴う社会構造と態度の変化

5. 大都市地域の保健と社会福祉

B. 日；本D対外政策

1. 日本田対中国および韓国政策

2. 日本の安全保障政策

3. 開発途上国由経済発展

4. 国際協力におけるソ｛シヤル・コミュニケーシヨン

5. 土着宗教運動と対外政策

本号に収めた論文はA1'1レーフ。から9編Bグループから3編である。論文D掲載

順序に関しては，おおよそ各研究グループ白順序に従った。

私は本号において初めて「社会科学ジャ一ナノレ」り編集を担当したため，不車れ

な点が多く執筆白先生方をはじめ，関係の方々に多大な迷惑をおかけしたことと思

いますが，無事ここ1L第7号官発刊できたことは編集担当者としてり大きな喜びで

あります。皆様の御協力を感謝致します。

最後になりましたが，本号の発刊が一年以上もの間延び延びになり，創刊号以来

御利用下さった皆様IC御迷惑をおかけした点をお詑びいたします。これも昨年中，

ICU，および当研究所自身，万平むお得ない事情白下にあった結果として御理解下

さるとともに，お許し下さるようおねがいします。

〔19臼年3月19日，鈴木記〕


